
第
４
～
６
章
に
お
い
て
鍼
灸
部
門
が
中
心
と
な
る
傾
向
は
あ
る
も
の

の
、
湯
液
部
門
の
知
見
を
可
能
な
限
り
交
え
な
が
ら
中
国
伝
統
医
学
全

般
に
お
け
る
陰
陽
五
行
説
の
意
義
に
つ
い
て
論
述
し
よ
う
と
す
る
著
者

の
姿
勢
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
著
者
の
専
門
分
野
の
た
め
か
記

述
は
よ
り
詳
し
く
、
問
題
点
も
比
較
的
少
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
第

５
章
で
「
子
午
流
注
逐
日
按
時
定
穴
の
歌
」
の
作
者
を
南
斉
の
徐
文
伯

と
す
る
も
の
な
ど
に
や
は
り
典
拠
の
問
題
を
残
し
て
い
る
（
川
頁
）
。
ま

た
第
４
章
の
５
（
Ⅲ
～
川
頁
）
に
お
い
て
『
傷
寒
」
『
金
置
」
は
陰
陽
説

が
主
で
、
五
行
説
は
付
足
し
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
我

国
の
湯
液
家
に
多
く
見
ら
れ
る
見
解
で
も
あ
る
が
、
「
陰
陽
五
行
説
を
見

直
す
」
と
の
方
針
で
あ
る
な
ら
ば
多
少
と
も
異
な
る
視
点
か
ら
の
論
及

が
な
さ
れ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
漢
以
降
、
中
国
人

の
思
考
に
お
い
て
陰
陽
と
五
行
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
陰
陽
と

言
え
ば
文
字
面
で
の
有
無
を
問
わ
ず
必
ず
五
行
を
含
意
し
、
そ
の
逆
も

ま
た
然
り
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
本
書
に
は
な
い
が
、
「
傷
寒
」
『
金

置
」
の
五
行
的
記
述
は
後
世
の
寅
入
で
あ
る
と
す
る
説
は
陰
陽
五
行
思

想
史
的
に
は
成
立
に
困
難
を
伴
う
。
後
代
の
理
性
か
ら
見
る
と
陰
陽
五

行
説
に
は
理
解
し
難
い
部
分
が
確
か
に
存
在
す
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て

そ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
は
性
急
に
過
ぎ
は
し
ま
い
か
。
五
行
的
記
述
が

存
在
す
る
こ
と
で
『
傷
寒
」
『
金
置
」
の
価
値
が
減
ず
る
こ
と
は
皆
無
で

あ
る
。
陰
陽
説
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
陰
陽
五
行
説
全
般
の
視
点
か

ら
「
傷
寒
」
『
金
置
』
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

些
か
本
稿
の
主
題
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
話
を
本
書
に
戻
せ

ば
、
上
述
の
よ
う
な
長
所
と
短
所
を
併
せ
持
っ
書
で
あ
る
こ
と
を
理
解

こ
れ
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
有
名
な
解
剖
害
（
通
称
野
ミ
ミ
）
の
彼

自
身
に
よ
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
通
称
恩
ミ
ミ
の
）
を
、
部
分
訳
し
た
本

で
あ
る
。
凡
例
に
は
、
英
訳
版
を
参
考
に
し
つ
つ
も
「
可
及
的
に
原
文

の
ラ
テ
ン
語
に
則
し
て
訳
し
た
」
と
あ
る
。
な
ぜ
副
題
に
敢
え
て
英
語

の
定
冠
詞
言
の
を
添
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
訳
者
は
日
本
歯
科
大
学
学

長
で
本
学
会
評
議
員
で
あ
る
。
昨
一
九
九
三
年
が
野
ミ
ミ
と
唇
予

ご
薯
尽
の
初
版
刊
行
四
五
○
周
年
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
記
念
し
、

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
顕
彰
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、
こ
の
訳
書
を
出

版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
原
典
の
目
次
や
内
容
な
ど
も
紹
介
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
字
数
制
限
の
た
め
割
愛
し
、
以
下
、
こ
の
訳
書
を
忌

悼
な
く
批
評
さ
せ
て
戴
く
。

率
直
に
い
っ
て
、
本
書
に
は
初
歩
的
な
誤
訳
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
瞼

の
靱
帯
」
（
一
四
頁
）
、
「
頭
の
気
管
」
二
一
頁
）
、
歯
は
上
下
と
も
「
た
い

し
て
読
む
な
ら
ば
、
陰
陽
五
行
説
に
関
す
る
概
説
書
と
し
て
中
国
伝
統

医
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
陰
陽
五
行
思
想
に
興
味
を
抱
く
人
々

に
と
っ
て
も
十
分
に
有
益
な
害
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

（
林
克
）

〔
薬
業
時
報
社
・
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
’
三
六
北
神
ビ
ル
、

電
話
○
三
’
三
二
六
五
’
七
七
五
一
、
一
九
九
一
年
七
月
一
○
日
発
行
、

Ａ
５
判
、
全
二
九
七
ペ
ー
ジ
、
定
価
三
九
八
○
円
〕

中
原
泉
訳

「
人
体
構
造
論
抄
ｌ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
芽
の
、
昌
○
ョ
の
１
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て
い
一
六
本
」
二
一
頁
）
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
瞼
の
軟
骨
」
「
気

管
の
頭
」
「
最
多
の
場
合
で
一
六
本
」
の
単
純
な
誤
訳
で
あ
る
。
ほ
か
に

も
例
え
ば
、
「
筋
肉
の
腱
は
一
種
の
腱
膜
で
あ
り
」
（
一
七
頁
）
、
「
示
指
を

支
え
て
い
る
手
根
骨
」
三
四
頁
）
、
「
小
指
の
前
に
位
置
す
る
足
の
骨
の

長
さ
の
中
ほ
ど
」
三
九
頁
）
、
「
そ
の
あ
と
に
つ
づ
く
腸
の
部
分
を
わ
れ

わ
れ
は
空
腸
と
呼
ぶ
が
、
腸
や
回
腸
と
も
い
わ
れ
る
」
（
三
四
頁
）
、
肺
動

脈
弁
や
大
動
脈
弁
は
「
血
液
が
肺
へ
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
（
川
五

頁
）
、
角
膜
は
「
角
の
よ
う
に
透
明
で
あ
る
」
（
五
一
頁
）
、
「
瞼
は
い
く
ら

か
軟
骨
質
で
あ
り
、
瞼
板
と
呼
ば
れ
る
」
（
六
六
頁
）
な
ど
は
、
日
本
語

と
し
て
支
離
滅
裂
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
初
歩
的
な
誤
訳
で
あ
る
（
字
数

の
制
約
上
、
正
訳
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
）
。
同
様
な
箇
所
は
枚
挙
に
暇

が
な
い
。

し
か
も
、
踵
骨
と
距
骨
、
胃
と
食
道
、
肋
骨
と
肋
間
、
膝
蓋
と
膝
窩
、

脳
の
軟
膜
と
硬
膜
、
精
管
と
精
巣
動
静
脈
、
腸
間
膜
と
腹
膜
を
取
り
違

え
た
り
（
一
四
・
二
一
・
二
三
・
二
八
・
四
九
・
五
九
・
六
○
頁
）
、
内
果
・

外
果
を
「
課
の
内
側
」
「
躁
の
外
側
」
と
訳
し
た
り
（
三
一
頁
）
、
腹
（
部
）

の
こ
と
を
数
カ
所
で
、
な
ぜ
か
「
横
隔
膜
」
と
訳
し
た
り
三
三
頁
）
、

原
文
に
あ
り
も
し
な
い
、
手
の
指
を
動
か
す
二
五
番
目
の
筋
肉
が
堂
々

と
訳
文
に
現
れ
て
い
た
り
（
二
六
頁
）
、
五
対
の
腰
椎
神
経
（
叢
）
が
一
五

対
も
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
り
（
五
三
頁
）
す
る
な
ど
、
間
違

い
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
置
詞
且
を
前
後
の
文
脈
を
考
慮
せ
ず

に
ほ
ぼ
機
械
的
に
「
～
へ
と
」
と
訳
し
た
り
、
「
す
な
わ
ち
」
「
換
言
す

れ
ば
」
と
訳
す
べ
き
場
合
が
多
い
接
続
詞
四
具
や
く
①
一
を
ほ
ぼ
機
械
的

に
「
ま
た
は
」
と
訳
す
な
ど
、
ず
さ
ん
な
訳
文
も
目
立
つ
。

訳
文
が
と
り
わ
け
混
乱
し
て
い
る
の
が
、
六
五
～
六
九
頁
で
あ
る
。

こ
こ
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
人
体
各
部
の
呼
称
に
つ
い
て
ラ
テ
ン
語
の
原

意
を
踏
ま
え
て
解
説
し
た
部
分
な
の
で
、
邦
訳
に
は
相
当
の
工
夫
が
必

要
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
、
翻
訳
に
名
を
借
り
た
作
文
に
終
始
し
て
い

る
。
訳
者
の
翻
訳
の
力
に
、
評
者
は
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
う
い
う

あ
り
さ
ま
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
ご
耳
門
口
を
「
構
造
」
と
訳
す
こ
と
の
是

非
や
、
現
代
の
概
念
と
は
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
四
コ
①
１
四
や
く
９
画
や

。
①
２
二
ｍ
の
訳
語
の
あ
り
方
な
ど
、
核
心
的
な
問
題
に
つ
い
て
訳
者
に
見

解
を
求
め
た
り
、
原
典
の
欄
外
に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
に
つ
い
て
解
説
を

求
め
た
り
し
て
も
、
お
そ
ら
く
無
駄
で
あ
ろ
う
。

原
典
は
四
五
○
年
も
前
の
文
献
で
あ
り
、
確
か
に
古
代
の
ガ
レ
ノ
ス

医
学
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
人
体
解
剖
学
の

基
礎
を
据
え
た
偉
業
と
讃
え
ら
れ
る
昂
討
守
§
国
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
だ

け
あ
っ
て
、
脈
管
系
の
部
分
以
外
は
、
現
代
の
医
学
部
で
解
剖
学
の
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
十
分
可
能
な
ほ
ど
、
概
し
て
正
確

な
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
原
則
的
に
は
、
訳
文
を
読
ん

で
意
味
が
判
然
と
し
な
い
箇
所
は
、
誤
訳
と
疑
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
原

文
を
知
ら
ず
に
本
書
の
訳
文
だ
け
を
読
ん
だ
読
者
が
、
ｇ
ミ
ミ
⑯
を
荒

唐
無
稽
な
書
と
誤
解
し
て
は
困
る
の
で
、
こ
の
点
は
力
説
し
て
お
く
。

小
品
と
は
い
え
人
体
解
剖
学
の
古
典
な
の
だ
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
の
習
熟

に
加
え
、
十
分
に
人
体
解
剖
を
体
験
し
現
代
の
解
剖
書
を
丹
念
に
参
照

し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
真
意
を
掛
酌
し
た
う
え
で
の

的
確
な
翻
訳
な
ど
、
お
ぼ
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
訳
者
の
解

説
に
も
あ
る
通
り
、
司
宮
ｇ
ョ
①
は
単
な
る
闘
耳
言
四
の
抜
粋
で
は
な
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く
、
鼠
留
冒
芯
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
独
自
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
」
（
×
三

頁
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
皆
ミ
ミ
、
を
的
確
に
翻
訳
す
る
た
め
に
は
、

昂
ざ
写
骨
亀
の
詳
し
い
記
述
を
是
非
と
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
訳

文
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
そ
の
努
力
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

訳
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
短
い
注
釈
は
比
較
的
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
訳
者
解
説
に
は
、
誤
り
や
不
備
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
膚
ぜ
き
量
偽

の
独
・
蘭
・
英
訳
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
仏
訳
二
五

六
九
年
刊
行
）
の
存
在
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
昂
ざ
雪
、
骨
含
と
吊
嘗
さ
ミ
偽

の
判
型
は
同
じ
と
あ
る
が
、
実
際
は
後
者
の
ほ
う
が
か
な
り
大
き
い
。

両
言
に
共
通
な
い
わ
ゆ
る
「
神
経
人
」
の
図
は
、
別
の
版
木
か
ら
で
は

な
く
同
一
の
版
木
か
ら
刷
ら
れ
た
。
怜
智
ミ
ミ
殉
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
教
育
上
の
画
期
的
な
工
夫
で
あ
る
剪
型
解
剖
図
を
含
ん
で
い
る
こ

と
を
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
点
の
解
説
が
な
い
。

出
版
元
は
、
医
学
書
・
ラ
テ
ン
語
学
書
で
は
定
評
の
あ
る
、
老
舗
の

南
江
堂
で
あ
る
。
同
社
が
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
問
題
の
多
い
本
を
出
版

し
た
の
か
、
評
者
は
理
解
に
苦
し
ん
で
い
る
。

（
近
藤
均
）

〔
株
式
会
社
南
江
堂
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
’
四
二
’
六
、
電
話
○
三

’
三
八
二
’
七
二
三
六
、
一
九
九
四
年
四
月
刊
、
Ｂ
五
判
、
九
六
頁
、

四
二
○
○
円
〕

本
書
は
タ
イ
ト
ル
の
示
す
と
お
り
、
鶴
見
大
学
図
書
館
（
横
浜
市
鶴
見

区
）
の
蔵
書
目
録
の
一
つ
で
、
テ
ー
マ
別
の
第
４
集
と
し
て
「
古
医
書
」

を
対
象
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
柳
澤
慧
二
歯
学
部
長
の
『
古
医
書
目
録
」
刊
行
に
あ
た
っ

て
」
と
い
う
序
文
が
あ
り
、
つ
い
で
本
学
会
評
議
員
で
も
あ
る
戸
出
一

郎
歯
学
部
非
常
勤
講
師
の
「
古
医
学
芳
蹟
」
と
題
す
る
収
録
医
書
の
解

説
が
あ
る
。
戸
出
氏
の
こ
の
解
説
は
短
文
な
が
ら
き
わ
め
て
要
を
尽
く

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
収
録
貴
重
害
の
大
概
が
知
れ
る
。
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

「
鶴
見
大
学
に
古
医
書
が
蒐
集
さ
れ
た
の
は
、
本
学
に
歯
学
部
が
創

設
さ
れ
た
一
九
七
○
年
以
後
の
こ
と
で
、
当
時
、
新
設
歯
学
部
の
図

書
購
入
に
当
ら
れ
た
故
今
川
与
曹
先
生
が
、
害
騨
を
通
じ
て
某
蒐
集

家
か
ら
三
二
○
点
の
古
医
書
を
購
入
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ

ら
の
古
医
書
は
書
誌
学
・
医
史
学
の
両
面
か
ら
見
て
質
の
高
い
も
の

で
、
思
わ
ぬ
掘
出
物
に
関
係
者
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
と
し
て
各
時
代
に
お
け
る
善

本
を
増
補
し
、
今
日
ま
で
に
総
数
四
六
五
点
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の

度
目
録
を
編
纂
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」

凡
例
に
よ
る
と
、
本
目
録
の
収
載
範
囲
は
、
日
本
お
よ
び
中
国
・
朝

鮮
で
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
（
一
部
西
洋
医
学
害
は
明
治
時
代
に
及
ぶ
）
ま

鶴
見
大
学
図
書
館

『
特
定
テ
ー
マ
別
蔵
書
目
録
集
成
４
１
１
漢
方
と
泰
西
医
学
」
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